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神奈川県立瀬谷西高等学校における菅義偉前首相講演会の中止を求める緊急要望書 

 

神奈川県教育委員会は、５月３１日、「県立瀬谷西高等学校（横浜市瀬谷区）における菅義偉

前首相による生徒向け政治参加講演会の実施について」を公表した。神奈川新聞（６月１日付）

は、この事実を「参院選公示直前の６月に」「識者『教育基本法違反の恐れ』」と報じている。 

県教委は、「令和 4年度をもって再編統合により完校」となることを記念してこれまでの瀬谷

西高校のシチズンシップ教育の取り組みの一環として実施するとしている。しかし、同校の年

間行事予定には、「完校」記念の「行事」そのものが組み込まれていない。そのようなものが、

教育委員会発表の形で、参院議員選挙を目前に控えたこの時期に、突如発表されること自体が

異様である。教育委員会に対する何らかの政治的圧力が存在した疑いさえ生じうる。この講演

会を仲介したのが、県議だとも報じられている。同校では５月下旬の中間考査を終え、三者面

談を行っている最中である。本講演会の中止を１日でも早く決定すべきである。 

上記記事によると、公示直前に特定の政治家を招いた講演会を高校で開くことについて、名

古屋大学の中嶋哲彦名誉教授（教育行政学）は「菅氏にとって肯定的なことが中心に語られる

ことが想定される。支持する意図がないとしても結果としてそういう効果をもたらしかねず、

教育基本法１４条に反する恐れがある。」と指摘している。そのような疑いのある「政治講演」

を学校教育の「一環」と称して、3年生全員を強制的に参加させること自体が教育への不当な政

治介入にあたる。３年生の一部は、７月１０日にも予定される参院選挙の投票権者である。そ

して、来年４月の統一地方選挙では大部分の生徒が有権者である。菅前首相の講演テーマが何

であろうが、前首相であり、自民党の幹部であり、神奈川県選挙区の現与党議員による一方的

な講演の生徒への強制は、与党側に有利な投票行動への誘導を図る「政治煽動」に教育委員会

と学校が加担する結果になる可能性がある。 

文部科学省は、選挙権年齢や国民投票権年齢が 18 歳以上に引き下げられることに対応して、

２０１５年に高等学校等の生徒による政治的活動等についての初等中等教育局長通知を発出し

た。高校生による政治活動の一部を「容認」する一方、その活動を原則「校外」に限定（それさ

え地域によって届出制）した。今回のような教育活動の一環として学校が指定する内容に反対

する生徒の政治活動の自由は認めないということだ。そのような前提で、今回のように菅前首

相講演会を同校生徒に強制することは、生徒の思想・良心の自由、学問の自由、政治選択の自由

などの人権を侵害する行為でもある。 

 瀬谷西高校における菅前首相講演企画の中止を１日も早く決定すべきである。以上。 


